
JP 2008-281602 A 2008.11.20

10

(57)【要約】
　　　　　　　
【課題】　　　　　　　　
　例えば大形テレビ等の大形モニタの支持装置に好適で
、大形モニタを移動かつ旋回可能に支持する支持ア－ム
のロック機構を備え、不使用時や地震発生時における大
形モニタの移動や突出を防止し、使用上の安全性を確保
するとともに、大形モニタの自重による沈み込みやモニ
タの姿勢を調整可能にして、良好な視聴状態を得られ、
更に大形モニタの放熱を促しモニタの寿命の向上を図れ
るようにした、ディスプレイ支持装置を提供すること。
【解決手段】　
　一端を固定側とし、他端をディスプレイ７の取り付け
側とした支持アーム５を設ける。
　前記支持アーム５を前記固定側の基部を中心に水平方
向へ回動可能に設ける。
　前記支持アーム５の他端部にディスプレイ７を取り付
け可能なホルダ盤６を回動可能に連結したディスプレイ
支持装置であること。
　前記ディスプレイ７に取り付け可能な複数の掛止金具
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一端を固定側とし、他端をディスプレイの取り付け側とした支持アームを設け、該支持
アームを前記固定側の基部を中心に水平方向へ回動可能に設け、前記支持アームの他端部
にディスプレイを取り付け可能なホルダ盤を回動可能に連結したディスプレイ支持装置に
おいて、前記ディスプレイに取り付け可能な複数の掛止金具を、前記ホルダ盤に着脱可能
に取り付けたことを特徴とするディスプレイ支持装置。
【請求項２】
　前記ホルダ盤に掛止杆と補強ビ－ムを上下に配置し、前記掛止金具に前記掛止杆に掛け
止め可能なフック溝と、前記補強ビ－ムに係合可能な切欠溝を形成した請求項１記載のデ
ィスプレイ支持装置。
【請求項３】
　前記フック溝を前記掛止杆に沿って摺動可能に設け、前記切欠溝を前記補強ビ－ムに沿
って摺動可能に設けた請求項２記載のディスプレイ支持装置。
【請求項４】
　前記ホルダ盤に複数の放熱孔を設け、該放熱孔に臨ませて前記補強ビ－ムを配置し、該
補強ビ－ムに前記放熱孔に連通可能な放熱孔を設けた請求項２記載のディスプレイ支持装
置。
【請求項５】
　前記掛止金具に長孔を含む複数の取付孔を設けた請求項１記載のディスプレイ支持装置
【請求項６】
　前記掛止金具に前記ホルダ盤の下端部を係合可能な係止金具を設けた請求項１記載のデ
ィスプレイ支持装置。
【請求項７】
　前記掛止金具にネジ孔を形成した補強板を固定し、前記ネジ孔に螺合可能な調整ネジの
螺軸端を前記補強ビ－ムの上面に当接可能にした請求項１記載のディスプレイ支持装置。
【請求項８】
　前記掛止金具にネジ孔を形成した支持金具を固定し、前記ネジ孔に螺合可能な調整ネジ
の頭部を、前記補強ビ－ムの放熱孔に臨ませて係合可能に配置した請求項４記載のディス
プレイ支持装置。
【請求項９】
　前記支持アームの固定側にヒンジ継手を連結し、該ヒンジ継手の基端部を固定部材に斜
状に取り付け可能に設け、前記ヒンジ継手の基端部の下部に調整ネジを螺着可能に設け、
該調整ネジの螺軸端部を前記固定部材に当接し、前記ヒンジ継手を斜め上向きに取り付け
可能にした請求項１記載のディスプレイ支持装置。
【請求項１０】
　前記固定部材が移動可能な支柱または不動の壁面である請求項９記載のディスプレイ支
持装置。
【請求項１１】
　前記支柱は床面に設置可能な本体の補強部材である請求項１０記載のディスプレイ支持
装置。
【請求項１２】
　前記本体に前記支持ア－ムを出没可能な作動穴を設け、該作動穴の一側に前記支柱を配
置した請求項１１記載のディスプレイ支持装置。
【請求項１３】
　前記ヒンジ継手の内部に係合爪を有するストッパを設け、前記支持ア－ムの一端部に前
記ストッパに係合可能な係合溝を設けた請求項９記載のディスプレイ支持装置。
【請求項１４】
　前記本体を略Ｌ字形断面に形成し、その床面設置域内の上方に前記ディスプレイを突出
可能にした請求項１２記載のディスプレイ支持装置。
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【請求項１５】
　前記本体を壁面に近接して配置可能にした請求項１０または請求項１１記載のディスプ
レイ支持装置。
【請求項１６】
　一端を固定側とし、他端をディスプレイの取り付け側とした支持アームを設け、該支持
アームを前記固定側の基部を中心に水平方向へ回動可能に設け、前記支持アームの他端部
にディスプレイを取り付け可能なホルダ盤を回動可能に連結したディスプレイ支持装置に
おいて、前記ホルダ盤にロックピンを設けるとともに、前記支持アームの回動始端位置に
臨ませて、前記ロックピンと係脱可能なロック溝を有するロック金具を突設したことを特
徴とするディスプレイ支持装置。
【請求項１７】
　前記ホルダ盤にロックピンを上下動可能に架設し、該ロックピンにロックハンドルを設
けたスライダを上下に摺動可能に設け、前記スライダを上動可能に付勢した請求項１６記
載のディスプレイ支持装置。
【請求項１８】
　前記ロックハンドルの引き下げ操作を介して、ロックピンとロック溝との係合を解除可
能にした請求項１７記載のディスプレイ支持装置。
【請求項１９】
　前記支持アームの一端を支持可能な本体または不動部材に前記ロック金具を設けた請求
項１６記載のディスプレイ支持装置。
【請求項２０】
　床面に設置可能な本体に支持ア－ムを出没可能な作動穴を設け、該作動穴の開口縁部に
前記ロック金具を設けた請求項１６記載のディスプレイ支持装置。
　 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば大形テレビ等の大形モニタの支持装置に好適で、大形モニタを移動か
つ旋回可能に支持する支持ア－ムのロック機構を備え、不使用時や地震発生時における大
形モニタの移動や突出を防止し、使用上の安全性を確保するとともに、大形モニタの自重
による沈み込みやモニタの姿勢を調整可能にして、良好な視聴状態を得られ、更に大形モ
ニタの放熱を促しモニタの寿命の向上を図れるようにした、ディスプレイ支持装置に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　パ－ソナルコンピュ－タ（以下、パソコンと呼ぶ）の普及に伴い、その液晶ディスプレ
イを机上に移動可能にしたディスプレイ支持装置が種々提案されている。
  例えば、机の天板の端部に支柱を立設し、該支柱の上部に第１ア－ムを水平方向に回動
可能に設け、該第１ア－ムの先端部に中間軸を立設し、該中間軸の上部に第２ア－ムを水
平方向に回動可能に設け、該第２ア－ムの先端部にＣ形アームを介して、ディスプレイを
取り付け可能なチルト機構を上下に回動可能に設けたものがある（例えば、特許文献１参
照）。
【０００３】
　しかし、前記ディスプレイ支持装置は、第１および第２ア－ムを介してディスプレイを
片持ち支持するため、ディスプレイが下方へ変位し、その高さ調整ができないため、ディ
スプレイの所期の表示が損なわれ、結果的にディスプレイは小形軽量なものに限られ、し
かも机上に第１および第２ア－ムが占有して体裁が悪い等の問題があった。
【０００４】
　このような問題を解決するものとして、机の天板の端部に取付部を介して、第１ア－ム
を水平および上下方向に回動可能に設け、該第１ア－ムの先端部に第２ア－ムを水平方向
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に回動可能に設け、該第２ア－ムの先端部に取付板を介してディスプレイを取り付け、該
ディスプレイの上下位置に把手部を設け、該把手部の操作を介してロック機構付きのガス
スプリングを作動し、前記ロック機構のロックを解除して第１ア－ムを取付部を基点に上
下動可能にし、また前記ロック機構をロックさせてディスプレイの移動位置を保持するよ
うにしたものがある（例えば、特許文献２参照）。
【０００５】
　そして、ディスプレイを水平方向へ移動する場合は、第１または第２ア－ムを水平方向
へ回動し、ディスプレイを上下方向へ移動する場合は、前記把手部を操作してガススプリ
ングのロック機構のロックを解除し、第１ア－ムを上下動するとともに、ディスプレイの
移動位置を保持する場合は、前記把手部を操作してガススプリングのロック機構をロック
させている。
【０００６】
　しかし、前述のディスプレイ支持装置は、ガススプリングのロック機構によって、ディ
スプレイの移動位置を保持しているため、その機能は小形軽量のディスプレイに限られ、
近時その普及が著しい大形大重量の液晶ディスプレイ装置やプラズマディスプレイ装置に
は対応できず、予ねてよりその開発が望まれていた。
【０００７】
　一方、前記問題を解決するものとして、大形ディスプレイ装置の背面に一対のブラケッ
トを左右に配置し、その上部にフックを設け、一方、ディスプレイ装置を取り付ける壁面
にベ－スプレ－トを取り付け、該プレ－トに一対の第１レバ－を左右に配置し、該第１レ
バ－を下端部を中心に起倒可能に連結するとともに、該第１レバ－の直下に長孔を形成し
たストッパを取り付け、該ストッパの上部にチルト止め具を折り畳み可能に取り付け、前
記第１レバ－の中間部とベ－スプレ－トとを第２レバ－で連結したものがある（例えば、
特許文献３参照）。
【０００８】
　そして、大形ディスプレイ装置の取り付けに際しては、大形ディスプレイ装置を保持し
、そのフックを第１レバ－の上端部に突設した掛合軸に掛け止め、チルト止め具を折り畳
み、前記ブラケットの下端部とストッパとを回動可能にピン止めし、大形ディスプレイ装
置を壁面の前方に平行に配置するとともに、取り付け後、大形ディスプレイ装置の下部を
前方へ引き動かし、チルト止め具の先端部をロック爪に係合して、大形ディスプレイ装置
を前下がり状態に支持し、その表示姿勢を変更し得るようにしている。
【０００９】
　しかし、前記ディスプレイ支持装置は、大形ディスプレイ装置を壁面の前方へ自由に移
動することができず、壁掛け状態での使用となるため、大形ディスプレイ装置の視聴位置
や方法が限られ、多様な使用に応ずることができない上に、壁面に対する工作を要して取
り付けが面倒になり、また大形ディスプレイ装置の取り外し後は壁面の修復を要する等の
問題があった。
【００１０】
【特許文献１】特開平９－２８５３４１号公報
【特許文献２】特開２０００－１１２３７７号公報
【特許文献２】特開２００６－３３０９９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　本発明はこのような問題を解決し、例えば大形テレビ等の大形モニタの支持装置に好適
で、大形モニタを移動かつ旋回可能に支持する支持ア－ムのロック機構を備え、不使用時
や地震発生時における大形モニタの移動や突出を防止し、使用上の安全性を確保するとと
もに、大形モニタの自重による沈み込みやモニタの姿勢を調整可能にして、良好な視聴状
態を得られ、更に大形モニタの放熱を促しモニタの寿命の向上を図れるようにした、ディ
スプレイ支持装置を提供することを目的とする。
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【課題を解決するための手段】
【００１２】
　請求項１の発明は、一端を固定側とし、他端をディスプレイの取り付け側とした支持ア
ームを設け、該支持アームを前記固定側の基部を中心に水平方向へ回動可能に設け、前記
支持アームの他端部にディスプレイを取り付け可能なホルダ盤を回動可能に連結したディ
スプレイ支持装置において、前記ディスプレイに取り付け可能な複数の掛止金具を、前記
ホルダ盤に着脱可能に取り付け、ディスプレイを容易かつ簡便にホルダ盤に取り付けられ
、種々のディスプレイの取り付けに応じられるとともに、従来の壁掛け式のような煩雑な
取り付け作業や、壁面の工作およびその後の修復の問題を解消するようにしている。
　請求項２の発明は、前記ホルダ盤に掛止杆と補強ビ－ムを上下に配置し、前記掛止金具
に前記掛止杆に掛け止め可能なフック溝と、前記補強ビ－ムに係合可能な切欠溝を形成し
、前記掛止杆と補強ビ－ムを介して、掛止金具をホルダ盤に密着して取り付け、ディスプ
レイを正確かつ安定して支持し得るようにしている。
【００１３】
　請求項３の発明は、前記フック溝を前記掛止杆に沿って摺動可能に設け、前記切欠溝を
前記補強ビ－ムに沿って摺動可能に設け、ディスプレイの多様な取り付け位置に応じられ
るとともに、ホルダ盤に対する掛止金具の取り付け位置の自由度を得られ、種々のディス
プレイの取り付けに応じられるようにしている。
　請求項４の発明は、前記ホルダ盤に複数の放熱孔を設け、該放熱孔に臨ませて前記補強
ビ－ムを配置し、該補強ビ－ムに前記放熱孔に連通可能な放熱孔を設け、これらの放熱孔
によってディスプレイの蓄熱の放熱を促し、ディスプレイの故障や機能低下を防止して、
その寿命を向上し得るようにしている。
　請求項５の発明は、前記掛止金具に長孔を含む複数の取付孔を設け、ディスプレイの多
様な取り付け位置に応じられるとともに、その取り付けを容易に行えるようにしている。
【００１４】
　請求項６の発明は、前記掛止金具に前記ホルダ盤の下端部を係合可能な係止金具を設け
、ホルダ盤ないしディスプレイを安全かつ安定して支持し得るようにしている。
　請求項７の発明は、前記掛止金具にネジ孔を形成した補強板を固定し、前記ネジ孔に螺
合可能な調整ネジの螺軸端を前記補強ビ－ムの上面に当接可能にし、前記調整ネジを介し
て左右の掛止金具ないしディスプレイの上下位置を調整可能にし、ディスプレイの水平姿
勢を調整し得るようにしている。
　請求項８の発明は、前記掛止金具にネジ孔を形成した支持金具を固定し、前記ネジ孔に
螺合可能な調整ネジの頭部を、前記補強ビ－ムの放熱孔に臨ませて係合可能に配置し、前
記調整ネジを介して掛止金具を掛止杆を中心に上下方向に回動し、ディスプレイの前後方
向の位置調整を行えるようにしている。
【００１５】
　請求項９の発明は、前記支持アームの固定側にヒンジ継手を連結し、該ヒンジ継手の基
端部を固定部材に斜状に取り付け可能に設け、前記ヒンジ継手の基端部の下部に調整ネジ
を螺着可能に設け、該調整ネジの螺軸端部を前記固定部材に当接し、前記ヒンジ継手を斜
め上向きに取り付け可能にし、これに支持アームおよびディスプレイを同動させて、ディ
スプレイの高さを容易に調整し得るようにしている。
　請求項１０の発明は、前記固定部材が移動可能な支柱または不動の壁面で、ヒンジ継手
を支柱または壁面に取り付けられ、移動可能または移動不可能な構造物、或いは新設また
は既設の構造物の取り付けに応じられるようにしている。
　請求項１１の発明は、前記支柱は床面に設置可能な本体の補強部材で、該補強部材を利
用して支持アームを合理的に取り付けられるようにしている。
【００１６】
　請求項１２の発明は、前記本体に前記支持ア－ムを出没可能な作動穴を設け、該作動穴
の一側に前記支柱を配置し、支持ア－ムを取り付け可能な具体的な本体の構造を提供して
いる。
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　請求項１３の発明は、前記ヒンジ継手の内部に係合爪を有するストッパを設け、前記支
持ア－ムの一端部に前記ストッパに係合可能な係合溝を設け、支持ア－ムの回動角度を規
制するようにしている。特に支持ア－ムの前方への回動角度を規制することによって、支
持ア－ムないしディスプレイの回動スペ－スないし突出のコンパクト化を図れるとともに
、それらの使用上の安全性を確保し得るようにしている。
　請求項１４の発明は、前記本体を略Ｌ字形断面に形成し、その床面設置域内の上方に前
記ディスプレイを突出可能にして、支持ア－ムないしディスプレイの回動スペ－スないし
突出を規制し、その占有スペ－スのコンパクト化と使用上の安全性を図るようにしている
　請求項１５の発明は、前記本体を壁面に近接して配置可能にし、この種ディスプレイ支
持装置の設置スペ－スのコンパクト化を図るようにしている。
【００１７】
　請求項１６の発明は、一端を固定側とし、他端をディスプレイの取り付け側とした支持
アームを設け、該支持アームを前記固定側の基部を中心に水平方向へ回動可能に設け、前
記支持アームの他端部にディスプレイを取り付け可能なホルダ盤を回動可能に連結したデ
ィスプレイ支持装置において、前記ホルダ盤にロックピンを設けるとともに、前記支持ア
ームの回動始端位置に臨ませて、前記ロックピンと係脱可能なロック溝を有するロック金
具を突設し、ディスプレイ不使用時や地震発生時等における、支持アームやディスプレイ
の移動および突出を防止し、使用上の安全性を確保するようにしている。
　請求項１７の発明は、前記ホルダ盤にロックピンを上下動可能に架設し、該ロックピン
にロックハンドルを設けたスライダを上下に摺動可能に設け、前記スライダを上動可能に
付勢して、ロックハンドルの操作によるロック解除と、支持ア－ムの復帰回動による自動
ロックを得られるようにしている。
【００１８】
　請求項１８の発明は、前記ロックハンドルの引き下げ操作を介して、ロックピンとロッ
ク溝との係合を解除可能にし、ロックハンドルの簡単な操作によって、簡便にロック解除
し得るようにしている。
　請求項１９の発明は、前記支持アームの一端を支持可能な本体または不動部材に前記ロ
ック金具を設け、支持アームの一端を支持可能な種々の構成部材に、ロック金具を取り付
けられるようにしている。
　請求項２０の発明は、床面に設置可能な本体に支持ア－ムを出没可能な作動穴を設け、
該作動穴の開口縁部に前記ロック金具を設け、ロック金具の具体的な取り付け法を提供し
ている。
【発明の効果】
【００１９】
　請求項１の発明は、ディスプレイに取り付け可能な複数の掛止金具を、前記ホルダ盤に
着脱可能に取り付けたから、ディスプレイを容易かつ簡便にホルダ盤に取り付けられ、種
々のディスプレイの取り付けに応じられるとともに、従来の壁掛け式のような煩雑な取り
付け作業や、壁面の工作およびその後の修復の問題を解消することができる。
　請求項２の発明は、前記ホルダ盤に掛止杆と補強ビ－ムを上下に配置し、前記掛止金具
に前記掛止杆に掛け止め可能なフック溝と、前記補強ビ－ムに係合可能な切欠溝を形成し
たから、前記掛止杆と補強ビ－ムを介して、掛止金具をホルダ盤に密着して取り付けられ
、ディスプレイを正確かつ安定して支持することができる。
【００２０】
　請求項３の発明は、前記フック溝を前記掛止杆に沿って摺動可能に設け、前記切欠溝を
前記補強ビ－ムに沿って摺動可能に設けたから、ディスプレイの多様な取り付け位置に応
じられるとともに、ホルダ盤に対する掛止金具の取り付け位置の自由度を得られる効果が
ある。
　請求項４の発明は、前記ホルダ盤に複数の放熱孔を設け、該放熱孔に臨ませて前記補強
ビ－ムを配置し、該補強ビ－ムに前記放熱孔に連通可能な放熱孔を設けたから、これらの
放熱孔によってディスプレイの蓄熱の放熱を促し、ディスプレイの故障や機能低下を防止
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して、その寿命を向上することができる。
　請求項５の発明は、前記掛止金具に長孔を含む複数の取付孔を設けたから、ディスプレ
イの多様な取り付け位置に応じられ、その取り付けを容易に行なうことができる。
【００２１】
　請求項６の発明は、前記掛止金具に前記ホルダ盤の下端部を係合可能な係止金具を設け
たから、ホルダ盤ないしディスプレイを安全かつ安定して支持することができる。
　請求項７の発明は、前記掛止金具にネジ孔を形成した補強板を固定し、前記ネジ孔に螺
合可能な調整ネジの螺軸端を前記補強ビ－ムの上面に当接可能にしたから、前記調整ネジ
を介して左右の掛止金具ないしディスプレイの上下位置を調整可能にし、ディスプレイの
水平姿勢を調整することができる。
　請求項８の発明は、前記掛止金具にネジ孔を形成した支持金具を固定し、前記ネジ孔に
螺合可能な調整ネジの頭部を、前記補強ビ－ムの放熱孔に臨ませて係合可能に配置したか
ら、前記調整ネジを介して掛止金具を掛止杆を中心に上下方向に回動し、ディスプレイの
前後方向の位置調整を行なうことができる。
【００２２】
　請求項９の発明は、前記支持アームの固定側にヒンジ継手を連結し、該ヒンジ継手の基
端部を固定部材に斜状に取り付け可能に設け、前記ヒンジ継手の基端部の下部に調整ネジ
を螺着可能に設け、該調整ネジの螺軸端部を前記固定部材に当接し、前記ヒンジ継手を斜
め上向きに取り付け可能にしたから、これに支持アームおよびディスプレイを同動させて
、ディスプレイの高さを容易に調整することができる。
　請求項１０の発明は、前記固定部材が移動可能な支柱または不動の壁面であるから、ヒ
ンジ継手を支柱または壁面に取り付けられ、移動可能または移動不可能な構造物、或いは
新設または既設の構造物の取り付けに応じられる効果がある。
　請求項１１の発明は、前記支柱は床面に設置可能な本体の補強部材であるから、該補強
部材を利用して支持アームを合理的に取り付けることができる。
【００２３】
　請求項１２の発明は、前記本体に前記支持ア－ムを出没可能な作動穴を設け、該作動穴
の一側に前記支柱を配置したから、支持ア－ムを取り付け可能な具体的な本体の構造を提
供することができる。
　請求項１３の発明は、前記ヒンジ継手の内部に係合爪を有するストッパを設け、前記支
持ア－ムの一端部に前記ストッパに係合可能な係合溝を設けたから、支持ア－ムの回動角
度を規制することができる。特に支持ア－ムの前方への回動角度を規制することによって
、支持ア－ムないしディスプレイの回動スペ－スないし突出のコンパクト化を図れ、それ
らの使用上の安全性を確保することができる。
　請求項１４の発明は、前記本体を略Ｌ字形断面に形成し、その床面設置域内の上方に前
記ディスプレイを突出可能にしたから、支持ア－ムないしディスプレイの回動スペ－スな
いし突出を規制し、その占有スペ－スのコンパクト化と使用上の安全性を図ることができ
る。
　請求項１５の発明は、前記本体を壁面に近接して配置可能にしたから、この種ディスプ
レイ支持装置の設置スペ－スのコンパクト化を図ることができる。
【００２４】
　請求項１６の発明は、ホルダ盤にロックピンを設けるとともに、前記支持アームの回動
始端位置に臨ませて、前記ロックピンと係脱可能なロック溝を有するロック金具を突設し
たから、ディスプレイ不使用時や地震発生時等における、支持アームやディスプレイの移
動および突出を防止し、使用上の安全性を確保することができる。
　請求項１７の発明は、前記ホルダ盤にロックピンを上下動可能に架設し、該ロックピン
にロックハンドルを設けたスライダを上下に摺動可能に設け、前記スライダを上動可能に
付勢したから、ロックハンドルの操作によるロック解除と、支持ア－ムの復帰回動による
自動ロックを得られる効果がある。
【００２５】
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　請求項１８の発明は、前記ロックハンドルの引き下げ操作を介して、ロックピンとロッ
ク溝との係合を解除可能にしたから、ロックハンドルの簡単な操作によって、簡便にロッ
ク解除することができる。
　請求項１９の発明は、前記支持アームの一端を支持可能な本体または不動部材に前記ロ
ック金具を設けたから、支持アームの一端を支持可能な種々の構成部材に、ロック金具を
取り付けることができる。
　請求項２０の発明は、床面に設置可能な本体に支持ア－ムを出没可能な作動穴を設け、
該作動穴の開口縁部に前記ロック金具を設けたから、ロック金具の具体的な取り付け法を
提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
　以下、本発明を大型テレビ受像機のディスプレイである大型画像表示機に適用した図示
の実施形態について説明すると、図１乃至図１７において１は床面、２は床面１から起立
する壁面で、該壁面２に臨ませてディスプレイ支持装置３が設置されている。
　前記ディスプレイ支持装置３は、床面１に立設可能な衝立状の本体４と、該本体４の前
方へ出没かつ水平方向へ旋回可能な支持アーム５と、該アーム５の先端部に回動可能に連
結したホルダ盤６と、該ホルダ６に取り付けた大型画像表示機（以下、モニタと云う）７
とを備えている。
【００２７】
　前記本体４は、肉厚の木板または合成木板の構成部を略ヘ字形状に組み付けて構成され
、その大きさは高さ１６１５ｍｍ、横１３００ｍｍ、前方突出長さ５１０ｍｍ、厚さ６０
ｍｍ、重量は背部の付属部品を含めて約１００ｋｇに構成され、モニタ７の旋回作動によ
る曲げモ－メントに対し安定かつ安全に設計されている。
【００２８】
　前記本体４は、その正面の大半部を占有する略縦長矩形の保持板８と、本体４の下側に
前下がり状態に配置された略横長矩形の脚板９と、これら保持板８と脚板９との間に配置
された略く字形断面の連結片１０とで構成されている。
　前記保持板８の中高位置に横長矩形の作動穴１１が形成され、該穴１１から前記支持ア
ーム５が出没可能に配置され、また前記脚板９の下端部に床面１に設置可能なゴム製の脚
１２が取り付けられている。
【００２９】
　前記本体４の外周に枠板が取り付けられて背面が略額縁状に構成され、その保持板８の
背面の上下方向に鋼管製の一対の支柱１３が左右に配置され、該支柱１３，１３の上部お
よび中間部、並びに下端部間に、鉄製の横枠１４，１５，１６が架設されている。
　図中、１７は保持板８の背面の下部に設けた配線コ－ド収納部、１８は前記配線コ－ド
収納部１７の周囲に突設した配線コ－ド掛止金具で、配線コ－ド（図示略）を捲回可能に
している。
【００３０】
　前記支柱１３，１３の下端部に鉄製の補強枠１９，１９の一端部が固定され、その他端
部が脚板９の下端部の背面に係合可能に配置され、該補強枠１９，１９の下端部と前記支
柱１３，１３の下端部に、高さ調整可能な脚２０が取り付けられている。
　図中、２１は前記支柱１３，１３および１９，１９の外側に取り付けた三角板状の化粧
板２２である。
【００３１】
　前記支持アーム５は、図１３に示す異形断面のアルミニウム引き出し成形材で構成され
、その長さは前記作動穴１１の長さの略１／２、つまり本体４の横幅の略１／２に形成さ
れ、その基端部にネジ孔２３が上下位置に開口されていて、該基端部に連結ピ－ス２４が
連結されている。
　前記連結ピ－ス２４は、アルミニウムダイカストによって異形断面の柱状に成形され、
その外端面に段付きの二つの凹孔２５，２５が形成され、該凹孔２５にボルト２６が挿入
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され、その螺軸を前記ネジ孔２３にねじ込んで緊締している。
【００３２】
　前記連結ピ－ス２４の外端部に軸孔２７が凹孔２５を貫通して縦方向に形成され、また
前記凹孔２５の開口部の両側に係合溝２８，２９が形成され、後述する係合金具と係合可
能に配置されていて、該連結ピ－ス２４をヒンジ継手３０に回動可能に連結している。
【００３３】
　前記ヒンジ継手３０は、アルミニウムダイカストによって略コ字形断面に成形され、そ
の上下位置に支持片３１が同側に突設され、それらの対向位置に軸孔３２が形成され、該
軸孔３２と前記軸孔２７に枢軸３３が挿入され、該枢軸３３を中心に連結ピ－ス２４と支
持アーム５とを水平方向へ回動可能に連結している。図中、３４は枢軸３３の上下端部に
取り付けた止め輪で、枢軸３３を抜け止めしている。
【００３４】
　前記ヒンジ継手３０の外端部に一対の掛止片３５が突設され、該掛止片３５，３５の間
に前記支柱１３が係合可能に収容され、該支柱１３の外側からボルト３６を挿入し、その
螺軸をヒンジ継手３０のネジ孔３７にねじ込んで、該ヒンジ継手３０を所定高さ位置に固
定している。
【００３５】
　前記ヒンジ継手３０の外端部の中間位置に縦長の嵌合溝３８が形成され、該溝３８の上
下位置に係合溝３９が側方、すなわち連結ピ－ス２４の端部側に開口され、該係合溝３９
にストッパ４０の係合爪４１が挿入されている。
　前記ストッパ４０は鋼板をプレス成形して構成され、これを嵌合溝３８に係入し、背面
を支柱１３に係合するとともに、係合爪４１を係合溝３９に挿入して側方へ突出し、該係
合爪４１の突出部を前記係合溝２８，２９に係合可能に配置していて、支持アーム５の旋
回角度θないしモニタ７の引き出し位置を規制可能にしている。
【００３６】
　すなわちモニタ７の非視聴時は、モニタ７が本体４の直前位置に後述のロック機構によ
って保持されるため、支持アーム５は図１４（ａ）のように本体４の前方へ若干回動した
状態で静止している。
　一方、モニタ７の視聴時は、モニタ７が本体４の手前の所望位置に引き出され、支持ア
ーム５が枢軸３３を中心に旋回し、係合溝２８が係合爪４１の突出部に係合したところで
、図１４（ｂ）のように支持アーム５の旋回が制止され、モニタ７の引き出しが停止され
る。実施形態では、支持アーム５の最大旋回角度θを約４０°に設定している。
【００３７】
　また、前記ヒンジ継手３０の上下端部にネジ孔４２が貫通して形成され、これらのネジ
孔４２に調整ネジ４３，４４がねじ込まれ、その螺軸端部を支柱１３に当接可能にしてい
る。
　そして、調整ネジ４３，４４の当接量、すなわちねじ込み量を加減することによって、
支柱１３に対しヒンジ継手３０を斜め下向きまたは斜め上向きに変位させ、該ヒンジ継手
３０に連結した支持アーム５を同動変位させ、支柱１３に対する支持角度を調整可能にし
ている。
【００３８】
　このうち、実施形態では下側の調整ネジ４４のねじ込み量を加減することによって、支
柱１３に対しヒンジ継手３０を斜め上向きに変位させ、該ヒンジ継手３０に連結した支持
アーム５を同動させて、支柱１３に対する支持角度δを調整可能にしている。
　このようにすることで、モニタ７の重量による支持アーム５の沈み込みを防止し、モニ
タ７の定位置での視聴を実現可能にしている。
【００３９】
　一方、支持アーム５の先端部に連結ピ－ス４５が連結され、該連結ピ－ス４５がヒンジ
継手４６に回動可能に連結されている。前記連結ピ－ス４５は前記連結ピ－ス２４と、前
記ヒンジ継手４６は前記ヒンジ継手３０と略同一に構成され、それらの部品を共用してい
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る。
　したがって、ヒンジ継手４６に図１０のように前述の嵌合溝３８や係合溝３９が形成さ
れているが、この実施形態ではそれらにストッパ４０を取り付けていない。
【００４０】
　このうち、連結ピ－ス４５はアルミニウムダイカストによって異形断面の柱状に成形さ
れ、その外端面に段付きの二つの凹孔４７，４７が形成され、該凹孔４７にボルト４８が
挿入され、その螺軸を支持アーム５の先端部に形成したネジ孔（図示略）にねじ込んで緊
締している。
【００４１】
　前記連結ピ－ス４５の外端部に軸孔４９が凹孔４７を貫通して縦方向に形成され、また
前記凹孔４７の開口部の両側に係合溝５０，５１が形成され、該連結ピ－ス４５をヒンジ
継手４６に回動可能に連結している。
【００４２】
　前記ヒンジ継手４６は、アルミニウムダイカストによって略コ字形断面に成形され、そ
の上下位置に支持片５２が同側に突設され、それらの対向位置に軸孔５３が形成され、該
軸孔５３と前記軸孔４９に枢軸５４が挿入され、該枢軸５４を中心に連結ピ－ス４５と支
持アーム５とを水平方向へ回動可能に連結している。図中、５５は枢軸５４の上下端部に
取り付けた止め輪で、枢軸５４を抜け止めしている。
【００４３】
　前記ヒンジ継手４６の外端部に一対の掛止片５６が突設され、該掛止片５６，５６の間
にホルダ盤６に溶接したコ字形金具５７が配置され、前記ホルダ盤６の外側からボルト５
８を挿入し、その螺軸をヒンジ継手４６に設けたネジ孔（図示略）にねじ込んで緊締して
いる。
　図中、５９はホルダ盤６に形成したコ字形金具５７の脚片の挿入孔、６０は前記ボルト
５８の挿通孔、６１はヒンジ継手４６の上下端部のネジ孔６２にねじ込む調整ネジで、こ
の実施形態では前述の調整機能は持たせていない。
【００４４】
　前記ホルダ盤６は、鋼板をプレス成形して略横長矩形に形成され、その左右方向の長さ
はモニタ７の横幅よりも若干短小で、その上下方向の長さはモニタ７の縦幅の１／２弱に
形成されている。
　前記ホルダ盤６の長さ方向の中央に、略Ｕ字形断面のジョイントスペ－ス６３が前面側
に突出成形され、該スペ－ス６３に前記コ字形金具５７とヒンジ継手４６とが配置され、
またホルダ盤６の長さ方向の両側に側片６４が屈曲形成され、該側片６４，６４に掛止杆
６５がジョイントスペ－ス６３の両側壁を貫通して架設されている。
【００４５】
　前記ホルダ盤６の左右両側に、一対の大形矩形の放熱孔６６と横長の放熱孔６７とが上
下に配置され、該放熱孔６７に臨むホルダ盤６の前面に、コ字形断面の一対の補強ビ－ム
６８が溶接され、該補強ビ－ム６８と前記掛止杆６５とに亘って、一対の掛止金具６９が
着脱可能に取り付けられている。
【００４６】
　前記掛止金具６９は鋼板を略Ｕ字形断面に屈曲し、その長さをホルダ盤６の縦幅よりも
若干長尺に形成され、各一対の屈曲片７０の上部にフック溝７１が形成され、その下方に
矩形の切欠溝７２が形成されている。
　前記フック溝７１は前記掛止杆６５に係脱可能に形成され、切欠溝７２は前記補強ビ－
ム６８に係脱可能に形成されている。
【００４７】
　前記掛止金具６９に取付孔である複数の長孔７３とビス孔７４が形成され、これらの取
付孔を選択的に使用して、種々のモニタ７の取り付けに対応可能しており、これらの取付
孔７３，７４にビスまたはボルト９９を挿入し、これをモニタ７の背面に設けたネジ孔（
図示略）にねじ込んで、モニタ７の背面に一対の掛止金具６９を取り付け可能にしている
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　そして、掛止金具６９のフック溝７１を前記掛止杆６５に掛け止め、切欠溝７２を補強
ビ－ム６８に係合して、モニタ７をホルダ盤６に取り付け可能にしている。
【００４８】
　前記掛止金具６９の中間位置に肉厚の補強板７５が周囲を溶接して取り付けられ、該補
強板７５の後端部にネジ孔７６が形成され、該ネジ孔７６に上方から調整ネジ７７がねじ
込まれている。
　前記調整ネジ７７は、その螺軸端部を補強ビ－ム６８の上面に当接可能にされ、その螺
入量を介して掛止金具６９を上下動させ、掛止金具６９を固定したモニタ７の左右の高さ
調整を可能にしている。
【００４９】
　前記補強板７５の下面の中間部にＬ字形断面の支持金具７８の一端が溶接され、その他
端部が掛止金具６９の内面に溶接され、その側面の略中央にネジ孔７９が形成されていて
、該ネジ孔７９に後方から調整ネジ８０がねじ込まれている。
　前記調整ネジ８０は、その頭部８０ａを補強ビ－ム６８の前面に当接可能にされ、その
螺入量ないし支持金具７８からの頭部８０ａの後退変位を介して、掛止金具６９を掛止杆
６５を中心に回動可能にし、モニタ７の画面を上下方向に回動調整可能にしている。
　図中、８１は補強ビ－ム６８の前面に形成した放熱孔で、調整ネジ８０を回動操作する
ドライバ－等の工具の係合部を挿入可能にされている。
【００５０】
　前記支持金具７８の下面に、係止金具８２の一端がビス８３を介して取り付けられ、該
係止金具８２は略Ｕ字形断面に形成され、その他端部に屈曲片８４が起立形成され、該係
止金具８２に前記ホルダ盤６の下端部を収容かつ掛け止めている。
【００５１】
　前記ジョイントスペ－ス６３の下部は、ホルダ盤６の下端部より若干下方に延設され、
該延設部の両側壁に通孔８５と長孔８６が形成され、該通孔８５，８５にバネ掛けロッド
８７が挿入され、長孔８６，８６にロックピン８８が挿入されている。
　前記バネ掛けロッド８７とロックピン８８の両端部にロックスプリング８９が掛け止め
られ、該スプリング８９の弾性を介して、ロックピン８８を上方へ移動可能に付勢してい
る。
【００５２】
　前記延設部の内側にスライダ９０が上下に摺動可能に収容され、該スライダ９０は鋼板
を略Ｕ字形断面に屈曲して形成され、その両側片の上部に通孔９１が形成され、該通孔９
１，９１に前記ロックピン８８が掛け渡され、前記スライダ９０を長孔８６に沿って移動
可能にしている。
　前記スライダ９０の下端部に略Ｔ字形状のロックハンドル９２の軸端部が固定され、そ
の下端にハンドル摘み９３が設けられている。
【００５３】
　一方、前記作動穴１１の下側開口縁の中央位置に、一対のロック金具９４が前方へ突設
され、該ロック金具９４は左右に若干離間して配置されていて、それらの先端部にロック
溝９５が下向きに形成され、該ロック溝９５に前記ロックピン８８を係脱可能にしている
【００５４】
　すなわち、モニタ７の非視聴時は、支持ア－ム６が原位置に戻され、これにホルダ盤６
が同動し、該ホルダ６の下端部に設けたロックピン８８が、ロック金具９４の先端下部に
係合してロック溝９５へ導かれ、ロックスプリング８９の弾性を介しロック溝９５の上方
へ移動して、ロックピン８８がロック溝９４と強固に係合し、ロック状態を形成するよう
にしている。
【００５５】
　一方、モニタ７の視聴時、支持ア－ム６を前方の所望位置に引き出す場合は、ロックス
プリング８９の弾性に抗してロックハンドル９２を引き下げ、ロックピン８８とロック溝
９５との係合を解除後、支持ア－ム６を前方へ引き出すことで実行可能にしている。
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【００５６】
　その他、図中９６は、脚板９の上部に前方へ水平に突設した棚板で、該棚板９６上にＤ
ＶＤプレ－ヤ、スピ－カ等の電子・音響機器９７を載置可能にしている。９８は脚板９の
上部中央に形成したコ－ド引出孔である。
【００５７】
　このように構成した本発明のディスプレイ支持装置を組み立てる場合は、構成部品が概
して大形で大重量のため、構成部品を設置場所ないしその近傍位置に搬入して組み立てる
　その手順は、先ず本体４を組み立て、該本体４に支持ア－ム５を取り付け、支持ア－ム
５の先端部にホルダ盤６を取り付け、該ホルダ盤６にモニタ７を取り付けて行なう。
【００５８】
　先ず、本体４を組み立てる場合は、保持板８と脚板９を連結片１０を介してボルト締め
ないしビス止めし、それらの裏面に一対の支柱１３を取り付け、該支柱１３，１３の間に
横枠１４，１５，１６を架設し、支柱１３，１３の下端部に補強枠１９，１９を前方へ張
り出す。
【００５９】
　そして、補強枠１９，１９と支柱１３，１３の外側に三角形の化粧板２２を取り付け、
補強枠１９，１９の前端部下面と支柱１３，１３の下端部に脚２０を取り付け、また脚板
９の下端部に脚１２を取り付け、脚２０の接地面を脚１２と同一平面位置に調整し、本体
４を床面１上に安定して立設する。
【００６０】
　一方、保持板８と脚板９の表面に化粧板を取り付け、保持板８の背面を略額縁状に形成
するとともに、前記脚板９の上部中央に棚板９５を取り付け、保持板８の裏面に配線コ－
ド収納部１７と、配線コ－ド掛止金具１８を取り付ける。
　また、保持板８の前面の中央位置で、作動孔１１の下側開口縁部にロック金具９４を取
り付ける。
【００６１】
　次に、前記組み立てた本体４に支持ア－ム５を取り付ける場合は、先ず一方の支柱１３
、実施形態では前方から見て左側の支柱１３で、作動穴１１と略同高位置にヒンジ継手３
０を取り付け、次に連結ピ－ス２４を介してヒンジ継手３０に支持ア－ム５を取り付ける
【００６２】
　その際、ヒンジ継手３０の嵌合溝３８にストッパ４０を差し込み、その係合爪４１を係
合溝３９に差し込んで突出させ、この状態を保持しながら掛止片３５，３５を支柱１３の
周面に係合し、該支柱１３の外側からボルト３６を挿入し、その螺軸をヒンジ継手３０の
ネジ孔３７にねじ込んで緊締する。
【００６３】
　こうして、ヒンジ継手３０を支柱１３に固定後、支持ア－ム５の基端部に連結ピ－ス２
４を所定位置に係合して配置し、凹孔２５にボルト２６を挿入し、その螺軸をネジ孔２３
にねじ込んで、連結ピ－ス２４を支持ア－ム５に連結する。
　この後、前記連結ピ－ス２４をヒンジ継手３０の支持片３１，３１の間に配置し、それ
らの軸孔２７，３２を位置合わせして枢軸３３を差し込み、その上下端部に止め輪３４を
取り付ける。
【００６４】
　また、支持ア－ム５の先端部にホルダ盤６を取り付ける場合は、前記支持ア－ム５の先
端部に連結ピ－ス４５を取り付け、該連結ピ－ス４５にヒンジ継手４６を取り付け、該ヒ
ンジ継手４６にホルダ盤６を取り付ける。
　先ず、支持ア－ム５の先端部に連結ピ－ス４５を取り付ける場合は、支持ア－ム５の先
端部に連結ピ－ス４５を所定位置に係合して配置し、凹孔４７にボルト４８入し、その螺
軸をネジ孔２３にねじ込んで、連結ピ－ス４５を支持ア－ム５に連結する。
　この後、前記連結ピ－ス４５をヒンジ継手４６の支持片５２，５２の間に配置し、それ
らの軸孔４９，５３を位置合わせして枢軸５４を差し込み、その上下端部に止め輪５５を
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取り付ける。
【００６５】
　こうして、支持ア－ム５の先端部にヒンジ継手４６を取り付け後、該ヒンジ継手４６の
外端部の掛止片５６をホルダ盤６とジョイントスペ－ス６３のコ字形金具５７に係合し、
該ジョイントスペ－ス６３の外側からボルト５８を挿通孔６０に挿入し、その螺軸をヒン
ジ継手４６のネジ孔にねじ込んで緊締する。
　なお、ホルダ盤６のジョイントスペ－ス６３下部の延設部に、予めスライダ９０を上下
に摺動可能に取り付け、該スライダ９０に略Ｔ字形状のロックハンドル９２を下向きに取
り付けて置く。
【００６６】
　この場合、前述のように支持アーム５の両端部に連結ピース２４，４５を取り付け、こ
れに枢軸３３，５４を介してヒンジ継手３０，４６を回動可能に連結し、この一方のヒン
ジ継手３０にストッパ４０を組み付ける作業は、煩雑で手間が掛かるため、これらを組み
立てて出荷することが望ましい。
【００６７】
　次に、ホルダ盤６にモニタ７を取り付ける場合は、先ずモニタ７の背面に一対の掛止金
具６９をビスまたはボルト９９を介して取り付ける。
　この場合、掛止金具６９は複数の長孔７３とビス孔７４を設けているから、種々のモニ
タ７の取り付けに応じられる。
【００６８】
　こうして掛止金具６９をモニタ７に取り付け後、該モニタ７を持ち上げ、掛止金具６９
のフック溝７１をホルダ盤６の掛止杆６５に掛け止め、切欠溝７２をホルダ盤６の前面に
突設した補強ビ－ム６８に係合する。
　その際、掛止金具６９に設けた係止金具８２にホルダ盤６の下端部が係合し、かつその
下端部後縁に屈曲片８４が係合可能に位置するから、掛止金具６９がホルダ盤６の前面に
密着し、モニタ７の動揺を防止するとともに、モニタ７を確実かつ安定して保持し、その
脱落を阻止する。この状況は図８および図１１のようである。
【００６９】
　こうしてモニタ７を取り付け後、本体４を壁面２の直前位置に移動し、棚板９０上に電
子・音響機器９７を載置し、その配線コ－ドをコ－ド引出孔９８を用いて配線し、モニタ
７の配線コ－ドを支持ア－ム５の周面の成形溝を用いて配線し、その所要箇所を粘着テ－
プや押圧式ファスナ－布帯を用いて拘束する。
【００７０】
　このように本発明のディスプレイ支持装置は、壁面２に略密着して設置できるから、大
形ディスプレイの設置スペ－スのコンパクト化を図れ、また従来の壁掛けタイプのような
、煩雑な取り付け作業や壁面に対する工作、およびその修復の問題を解消し得る。
【００７１】
　本発明のディスプレイ支持装置は、前記設置後または使用後経時的にモニタ７の表示状
態を調整することができる。
　前記調整は、モニタ７の左右の高さ調整と、モニタ７の前後方向の傾動調整と、モニタ
７全体の高さ調整とを内容にしており、このうちモニタ７の左右の高さ調整は、掛止金具
６９に設けた調整ネジ７７を、その上方からドライバ等の工具（図示略）を挿入し回動操
作して行なう。
【００７２】
　このようにすると調整ネジ７７がネジ孔７６にねじ込まれ、その螺軸端が補強ビ－ム６
８の上面に当接して、補強板７５が押し上げられ、これに掛止金具６９が同動して、該掛
止金具６９を取り付けたモニタ７が上動する。この状況は図１１のようである。
　したがって、左右の掛止金具６９に設けた調整ネジ７７のねじ込み量を調整することに
よって、モニタ７の左右の高さ調整が可能になり、モニタ７の水平位置調整が可能になる
　前記調整はモニタ７の変位を目視確認して行ない、所望の調整後に前記調整を終了する
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【００７３】
　また、モニタ７の前後方向の傾動調整は、掛止金具６９に設けた調整ネジ８０を、その
後方から放熱孔８１を介してドライバ等の工具（図示略）を挿入し、これを回動操作して
行なう。
　このようにすると調整ネジ８０がネジ孔７９にねじ込まれ、ビス頭部８０ａが補強ビ－
ム６８の前面に当接した状況の下で、掛止金具６９が掛止杆６５を中心に図１１上時計方
向へ回動し、これに掛止金具６９が同動して、該掛止金具６９を取り付けたモニタ７が同
方向へ上向きに回動する。この状況は図１１のようである。
　前記調整はモニタ７の変位を目視確認して行ない、所望の調整後に前記調整を終了する
【００７４】
　更に、モニタ７全体の高さ調整は、ヒンジ継手３０に設けた調整ネジ４３，４４、実施
形態では下側に配置した調整ネジ４４を、その後方からドライバ等の工具（図示略）によ
って回動操作する。その際、調整ネジ４４に対応する下側のボルト３６を若干緩めて置く
【００７５】
　このようにすると調整ネジ４４がネジ孔４２にねじ込まれ、その螺軸端が支柱１３の周
面に当接し、ヒンジ継手３０の下端部が前方へ押し動かされ、該ヒンジ継手３０がその上
端部を支点に上向きにδ回動する。
　このため、これに連結ピ－ス２４と支持ア－ム５とが同動し、支持ア－ム５の先端部に
取り付けたモニタ７が水平位置よりδ回動分上動する。この状況は図１６のようである。
　前記調整はモニタ７の変位を目視確認して行ない、所望の調整後に下側のボルト３６を
ねじ込んで緊締する。
【００７６】
　したがって、モニタ７の重量による支持ア－ム５の撓みに伴うモニタ７の沈み込みを修
正し、モニタ７の所期の表示状態を維持し得るとともに、モニタ７の沈み込みに伴うロッ
クピン８８の位置変化を修正し、ロックピン８８とロック金具９４との所期のロック作動
を保持し得る。
【００７７】
　このように本発明のディスプレイ支持装置は、設置後または使用後経時的にモニタ７の
表示状態を調整できるから、長期に亘って良好な使用状態を得られる。
【００７８】
　そして、前記調整後、本発明のディスプレイ支持装置を使用する場合は、次のようであ
る。前記ディスプレイ支持装置３は、モニタ７の不使用時は支持ア－ム５が本体４側、つ
まり後方の原位置へ戻され、これにモニタ７が同動して本体４前面ないし壁面２と平行に
置かれている。この状況は図１乃至図４のようである。
　したがって、支持ア－ム５の基端部に配置した連結ピ－ス２４と、ヒンジ継手３０に設
けたストッパ４０の係合爪４１とが離間し、それらの係合を解除している。
【００７９】
　このようなモニタ７の不使用時は、ホルダ盤６の下部に設けたロック機構が機能し、支
持ア－ム５ないしモニタ７の前方への突出を阻止している。
　すなわち、モニタ７の不使用時は、ロックピン８８がロック金具９４のロック溝９５に
係入し、かつロックスプリング８９の弾性によって上方へ付勢されて、ロック溝９５の上
端部に係合している。この状況は図１０および図１４（ａ）、図１７（ａ）のようである
【００８０】
　したがって、ホルダ盤６を連結した支持ア－ム５の旋回作動が阻止され、またホルダ盤
６と、掛止金具６９に固定されたモニタ７との前方への突出作動が阻止される。
　この結果、例えば地震発生時におけるそれらの突出を阻止して、モニタ７の不使用時に
おける安全性を確保し得るとともに、それらの破損を未然に防止し得る。
【００８１】
　このような状況から支持ア－ム５を旋回し、モニタ７を前方へ所望位置移動する場合は
、ハンドル摘み９３を保持し、これをロックスプリング８９の弾性に抗して引き下げ、ロ
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ックピン８８をロック溝９５の外側へ引き出して、ロック溝９５との係合を解除し、ロッ
ク作動を解除する。この状況は図１７（ｂ）のようである。
【００８２】
　この後、前記ロック作動解除状態を維持して、モニタ７ないし支持ア－ム５の適所を保
持し、これを前方へ引き出す。このようにすると支持ア－ム５が、基端部の枢軸３３を中
心に図１２上時計方向へ回動し、前方へ旋回する。なお、ロック作動解除後、ハンドル摘
み９３から手放すと、ロックピン８８がロックスプリング８９の弾性によって引き上げら
れ、その最上位置に位置する。
【００８３】
　そして、支持ア－ム５を所望角度旋回し、モニタ７を前方へ所望位置移動させたところ
で、引き出し操作を停止する。このようにすると、支持ア－ム５が保持板８から平面上斜
状に突出し、その先端にモニタ７が保持板８の前面と平行に位置する。この状況は図５乃
至図７のようである。
【００８４】
　このように支持ア－ム５を旋回しモニタ７を引き出すと、支持ア－ム５にモニタ７の重
量による曲げモ－メントが形成され、これがヒンジ継手３０を介し支柱１３に作用し、本
体４に作用する。
【００８５】
　しかし、本体４は略Ｌ字形断面に形成され、モニタ７の重心が本体４の床面設置域内に
位置し、かつ本体４の重量がモニタ７の重量の約３倍に設定されているから、本体４は前
記曲げモ－メントに十分に対抗し得、支持ア－ム５の引き出しによって破損したり、転倒
することはない。
【００８６】
　こうして前方へ引き出されたモニタ７を、更に視聴者の視聴位置に応じて正対させる場
合は、モニタ７ないしホルダ盤６の適所を保持し、これを所望の方向へ回動する。
　このようにすると、モニタ７と一体的なホルダ盤６がヒンジ継手４６の枢軸５４を中心
に回動し、これを所望角度回動したところで停止する。
【００８７】
　この場合、前記枢軸３３，５４はヒンジ継手３０，４６に対し、適度な摩擦で連結され
ているから、支持ア－ム５の基端部や、ホルダ盤６ないしモニタ７が前記回動位置を保持
し軽微な外力による回動を阻止する。このようにして、視聴者は正対したモニタ７によっ
て明瞭な画像や音声を自然な姿勢で鑑賞することができる。
【００８８】
　一方、モニタ７は、その表示作動に伴って内部の電子機器が発熱および放熱し、周面温
度が上昇して周囲に放熱する。特に、この傾向はプラズマディスプレイに顕著で、モニタ
７の温度上昇は内部の電子機器の故障や機能低下の原因になる。
【００８９】
　本発明は、モニタ７の裏面とホルダ盤６、保持板８と壁面２との間に適当な間隙が設け
られ、ホルダ盤６には大小複数の放熱孔６６，６７が設けられ、補強ビ－ム６８の前面に
は放熱孔６７に連通する放熱孔８１が設けられ、これらの放熱孔６６，６７，８１が保持
板８の作動穴１１に連通している。したがって、モニタ７の特に裏面からの放熱は、前記
放熱孔６６，６７，８１および作動穴１１を介して能率良く移動し、モニタ７内部の電子
機器の故障や機能低下を防止する。
【００９０】
　この後、支持ア－ム５が原位置から前方へ一定角度θ旋回すると、連結ピ－ス２４の基
端部に形成した一方の係合溝２８が、ストッパ４０の係合爪４１と係合し、支持ア－ム５
の旋回が阻止される。実施形態ではθを約４０°に設定している。
【００９１】
　一方、モニタ７の使用を終了し、これを原位置へ移動する場合は、先ずモニタ７ないし
ホルダ盤６を押圧し、これらを枢軸３３を中心に回動して本体４の前面と平行に移動後、
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これらの適所を保持して本体４側へ押し動かす。
【００９２】
　このようにすると、モニタ７と一体的なホルダ盤６がヒンジ継手４６の枢軸５４を中心
に後方へ復帰回動し、その終端位置で移動を停止するとともに、ロック機構が作動して前
記復帰位置を保持する。
【００９３】
　すなわち、モニタ７ないしホルダ盤６が復帰回動終端位置に差し掛かると、前記ホルダ
盤６の下部に架設されたロックピン８８がロック金具９４の先端部に係合し、該ロックピ
ン８８がロックスプリング８９の弾性に抗して、金具９４の下端面に沿って移動し、ロッ
ク溝９５に係入する。
【００９４】
　この後、ロックピン８８はロックスプリング８９の弾性によってロック溝９５内を上動
し、該ロック溝９５と強固に係合してロック状態を形成する。
　したがって、この後、支持ア－ム５の旋回作動が阻止され、またホルダ盤６と、掛止金
具６９に固定されたモニタ７との前方への突出作動が阻止される。
【００９５】
　なお、前述の実施形態では支持ア－ム５の基部を、本体４に設けた支柱１３に取り付け
ているが、これに限らず壁面２に直接取り付けることも可能である。
　そのようにすることで、本体４の構成を省略でき、その分構成が簡単になり、これを例
えば建築物ないし構造物に直接取り付けることで、容易かつ速やかに取り付けられる。
【産業上の利用可能性】
【００９６】
　このように本発明のディスプレイ支持装置は、大形モニタを移動かつ旋回可能に支持す
る支持ア－ムのロック機構を備え、不使用時や地震発生時における大形モニタの移動や突
出を防止し、使用上の安全性を確保するとともに、大形モニタの自重による沈み込みやモ
ニタの姿勢を調整可能にして、良好な視聴状態を得られ、更に大形モニタの放熱を促しモ
ニタの寿命の向上を図れるようにしたから、例えば大形テレビ等の大形モニタの支持装置
に好適である。
【図面の簡単な説明】
【００９７】
【図１】本発明を大形テレビの大形モニタに適用した状況を示す斜視図で、ディスプレイ
支持装置を屋内に設置し、大形モニタを原位置に位置付けた不使用時の状況を示している
。
【図２】図１の背面図である。
【図３】図１の平面図である。
【図４】図１の右側面図である。
【図５】図１の大形モニタを前方へ突出して使用する状況を示す斜視図である。
【図６】図５の平面図である。
【図７】図５の右側面図である。
【００９８】
【図８】本発明に適用したホルダ盤と支持ア－ムの組み立て状況を後方から見た斜視図で
、大形モニタの不使用時を示している。
【図９】本発明の要部を分解して示す斜視図である。
【図１０】図８のＡ－Ａ線に沿う断面図で、若干拡大して示している。
【図１１】図８のＢ－Ｂ線に沿う断面図で、若干拡大して示している。
【図１２】図８の平面図で、若干拡大して示している。
【図１３】図１２のＣ－Ｃ線に沿う断面図である。
【００９９】
【図１４】図１３のＤ－Ｄ線に沿う断面図で、若干拡大して示し、同図（ａ）は支持ア－
ムの引込み時の状況を示している。同図（ｂ）は支持ア－ムを最大角度回動した、引込出
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し時の状況を示している。
【図１５】本発明に適用した大形モニタの高さ調整前の状況を示す断面図で、ヒンジ継手
の基端面が支柱と平行に取り付けられ、支持ア－ムが支柱に直角に取り付けられている。
【０１００】
【図１６】本発明に適用した大形モニタの高さ調整後の状況を示す断面図で、ヒンジ継手
の基端面の下部が側方に変位して斜状に取り付けられ、支持ア－ムが支柱に斜め上向きに
取り付けられている。
【図１７】本発明に適用したロック機構の作動状態を示す断面図で、同図（ａ）はロック
時の状況を示し、同図（ｂ）はロックハンドルを引き下げたロック解除時の状況を示して
いる。
【符号の説明】
【０１０１】
　　１　　　　　　床面
　　２　　　　　　壁面
　　３　　　　　　ディスプレイ装置
　　４　　　　　　本体
　　５　　　　　　支持アーム
　　６　　　　　　ホルダ盤
　　７　　　　　　ディスプレイ（モニタ）
【０１０２】
　１１　　　　　　作動穴
　１３　　　　　　支柱
　３０　　　　　　ヒンジ継手
　４０　　　　　　ストッパ
　４１　　　　　　係合爪
　４３　　　　　　調整ネジ
　４４　　　　　　調整ネジ
【０１０３】
　６５　　　　　　掛止杆
　６６　　　　　　放熱孔
　６７　　　　　　放熱孔
　６８　　　　　　補強ビーム
　６９　　　　　　掛止金具
　７１　　　　　　フック溝
　７３　　　　　　取付孔（長孔）
　７４　　　　　　取付孔（通孔）
【０１０４】
　７５　　　　　　補強板
　７６　　　　　　ネジ孔
　７７　　　　　　調整ネジ
　７８　　　　　　支持金具
　７９　　　　　　ネジ孔
　８０　　　　　　調整ネジ
　８０ａ　　　　　ビス頭部
【０１０５】
　８１　　　　　　放熱孔
　８２　　　　　　係止金具
　８８　　　　　　ロックピン
　９２　　　　　　ロックハンドル
　９４　　　　　　ロック金具
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　９５　　　　　　ロック溝

【図１】 【図２】

【図３】
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【図４】 【図５】

【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】

【図１３】
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【図１４】 【図１５】

【図１６】 【図１７】
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フロントページの続き

【要約の続き】
６９を、前記ホルダ盤６に着脱可能に取り付ける。
【選択図】図５
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